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(1) 7.1 ノットの潮流が作用する時，長径82m ， 短径60mのスケールを有する橋脚の最終洗掘深は現海
底面下30m にも達し，洗掘防止対策は不可欠なものとなるO
(2) 種々の防止対策工法を水理模型実験で検討した結果，構造物の施工中及び完成後の安定対策として
現海底面の一部掘削と捨石被覆工が最良の方法であることを明らかにしているO
(3) 捨石覆工において捨石間隙中からの底質の吸い出しによる洗掘に対処するため，底質と捨石との間
にフィルタ一層を設置することを提案し，フィルター材料として，フィルターの機能を有しつつ，強
潮流にも掃流されない重量を有するフィルター・ユニットを開発している。
(4) 上記フィルター・ユニットの効果について現地検証実験を行い，フィルター・ユニット工法の持つ
底面流速低減効果，構造物との密着効果，地形変化への追従効果，底質の吸い出し防止効果等を明ら
かにし，実用化の目途を与えている。
以上，強潮流下において建設される橋脚の洗掘に対する安全性確保について，極めて独創性のある工
法を開発し，その工法の洗掘防止効果，底質の吸い出し防止効果などについて得られた成果は海洋工学，
橋梁架設工学上極めて貢献するところ大であるO よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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